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６．クラスター分析 【動画】 

 クラスター分析はよく使われる分類手法の１つです。データの個体間の類似性によって、

個体を分類したり、変数間の類似性によって変数を分類したりすることに利用されます。特

に、分類を段階的に実行する手法を階層的クラスター分析、一度に分類を実行する手法を非

階層的クラスター分析といいます。非階層的クラスター分析はデータ数が多い場合に使用

します。ここでは前者の階層的クラスター分析の代表的な方法を学びます。まず以下の例を

見て下さい。 

例 

クラスター分析.txt (p1) のデータで、クラスター分析を使って、個人の分類と酒類の分類を

行う。 

表 各人の好みを 1～9 の点数で表わした表（クラスター分析.txt(p1)） 

 日本酒 焼酎 ビール ウィスキー ワイン 

増川 1 2 9 6 5 

西山 3 1 7 5 4 

三好 5 3 4 2 2 

芝田 3 6 2 8 3 

尾崎 4 6 9 3 4 

藤田 7 2 5 4 5 

細川 7 5 4 3 2 

 

C.Analysis のメニュー「分析－多変量解析他－分類手法－クラスター分析」を選択すると

以下のメニューが表示されます。 

 

図 1 クラスター分析実行画面 

データは以下の形式です。 

https://www.youtube.com/watch?v=1erpv3HkdAI
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図 2 クラスター分析.txt (p1) 

「変数選択」で「All」を選び、そのまま「デンドログラム」ボタンをクリックして下さい。

以下のような図が表示されます。 

 

図 3 デンドログラム 

これが分類過程を与えるデンドログラムというグラフです。見方を見て行きましょう。最初

にクラスター（かたまり）を構成するのは、増川さんと西山さんです。線が低いところで最

初に結ばれています。このようにクラスターになった場合、このソフトでは、名前は左端の

個体の名前を取って「C:増川」と書いて増川クラスターと呼ぶことにします。個体を強調し

たい場合は、「E:増川」と書いて増川エレメント（要素）と呼びます。クラスターになった

場合、線が結ばれる高さが、２つの要素（またはクラスター）の距離になります。この距離

については後ほど説明します。 

次にクラスターになるのは、三好さんと細川さんです。次は、三好クラスターと藤田さん

が 1 つのクラスターになりました。これを繰り返して行き、最後に一番てっぺんで大きくな

った増川クラスターと三好クラスターが融合しました。 

この図から要素の分類を考えてみましょう。最初に全体を 2 分類する場合を考えます。こ

のデンドログラムはトーナメント表と似た使い方をするので、以下の図で一番上の赤い線

を引いたところから下、「増川、西山、尾崎」と「三好、細川、藤田、芝田」が 2 つの分類

です。また、3 分類の場合は、以下の図で上から 2 番目の青い線を引いたところから下、増

川、西山、尾崎」と「三好、細川、藤田」と「芝田」が３つの分類になります。他はもう分

かると思います。 
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図 4 デンドログラム 

次は、要素と要素の距離について見てみましょう。実行画面で「距離行列」ボタンをクリ

ックすると以下のような結果が表示されます。 

 

図 5 距離行列（標準化ユークリッド距離） 

各要素の間の距離が相関行列のように表示されます。数値は、「距離測定法」で「標準化ユ

ークリッド距離」を選んだ場合の距離です。また、「ユークリッド距離」を選ぶと以下のよ

うになります。 

 

図 6 距離行列（ユークリッド距離） 

このユークリッド距離は、例えば増川・西山間の距離Dとして、図 2 のデータの増川、西

山の値を使って、変数間の差の 2 乗の合計として以下の定義で与えられます。 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )
2 2 2 2 2

1 3 2 1 9 7 6 5 5 4D − + − + − + − −= +  

これは分かりやすい距離ですが、例えば変数データの大きさが極端に違う場合、小さな変数

の値はほとんど無視されます。それを防ぐために、それぞれの項をそれぞれの変数の分散
2

iu で割った値を使って以下のように定義してみます。これが図 5 で示した標準化ユークリ

ッド距離です。 

( ) ( ) ( ) ( ) ( )
22 2 2 2 22 2

1 2 3 4 5

2 2
1 3 2 1 9 7 6 5 5 4D u u u u u− + − + + − + −= −  
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標準化ユークリッド距離はどんなときにも使え、分かり易くて使い易い距離でしょう。 

この他に、個体間の距離には、量的データと質的データとでいくつかの定義があります。

この中で、個体間の距離では上で述べたように標準化ユークリッド距離、変数間の距離では

１－相関係数が使い易いと思います。 

要素と要素の間の距離は説明しましたので、次はクラスター構成法について説明します。

これは、要素とクラスター、クラスターとクラスターの間の距離をどのように測るかという

方法です。よく使われるのは、最長距離法とウォード（Word）法です。その他に、比較とし

て最短距離法も話しておきます。例えばクラスター同士の距離の場合、最短距離法は２つの

クラスターの中の距離が最も近い要素の間の距離をクラスター間の距離とします。また、最

長距離法は最も遠い要素の間の距離をクラスター間の距離とします。ウォード法はクラス

ターを融合させた場合の分散（または標準偏差）の値を距離とします。そのためウォード法

は融合後にクラスター内の分散（ばらつき）の合計を一番小さくするように選ぶ構成法です。

それぞれの結果を以下に示しておきましょう。 

 

図 7 最短距離法、最長距離法、ウォード法 

これを見ると、最長距離法とウォード法は近いように思います。それに対して最短距離法は

上に上にかぶって行く傾向のあるクラスター構成法です。学会等ではウォード法が主流な

のですが、学生さんには分かり易い最長距離法もお勧めです。どちらかで分析しましょう。

他にもありますので、試すだけはやってみて下さい。 

デンドログラムで縦軸は距離といいましたが、図では特定しにくい数値をはっきりと見

えるようにする方法もあります。分析実行画面で「クラスター構成」ボタンをクリックして

みて下さい。以下の結果が表示されます。 

 

図 8 クラスター構成 

ここに書かれたクラスター名は前に述べた通り、デンドログラムにおけるクラスターの最

差列の要素名です。クラスター構成の右側に融合した際の距離が表示されています。 

クラスター分析は分類したのち、指標（変数）を比較することにもよく利用されます。例

えば 3 分類して比較するには、デンドログラムボタンの下の「分類数≦」を「3」にして、

「クラスター分類表」ボタンをクリックします。その結果を以下に示します。 
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図 9 クラスター分類表 

この中で図のように、分類したい数の列を選んで、グリッド出力画面のメニュー［編集－エ

ディタ指定列追加］を選びます。すると、グリッドエディタに列が追加され以下のようにな

ります。 

 

図 10 列追加結果 

これで、「先頭列で群分け」機能が使えます。 

 

クラスター分析まとめ 

クラスター分析の目的 

 １）回答の類似度で個人を分類する。 → 個体（レコード）の分類 

 ２）回答の類似度で変数を分類する。 → 変数の分類 

クラスター分析は分類をどのように表示するか → デンドログラム（解答参照） 

デンドログラムの縦軸は → 要素またはクラスター間の距離（類似の程度を示す量） 

要素間の距離とは 

個体間について 

 量的データ：ユークリッド距離、標準化ユークリッド距離、マハラノビス距離等 

 質的 0/1 データ：類似比、一致係数、φ係数（0/1 データの相関係数）等を使ったもの 

変数間について 

 量的データ：1-相関係数、1-相関係数|、1-順位相関係数、1-|順位相関係数| 

 質的データ：平均平方根一致係数、一致係数、クラメールのＶ等を使ったもの 

要素間の距離を知るには → 距離行列 

クラスター構成でよく使われる方法 → 最長距離法、ウォード法 

クラスター構成過程を表示するには → クラスター構成 
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問題１ 

クラスター分析.txt (p2) はある野球チームの今年度の成績である。これについてクラスタ

ー分析を行い以下の問いに答えよ。 

１）ユークリッド距離及び標準化ユークリッド距離を用いた場合、山下と田中の距離はいく

らか。ユークリッド距離［     ］ 標準化ユークリッド距離［    ］ 

２）各変数の標準偏差はいくらか。 

打率 安打 本塁打 打点 盗塁 

     

３）上の結果から、距離測定法はどちらを利用すべきか。 

  ［ユークリッド距離・標準化ユークリッド距離］ 以後はこの距離を用いる。 

４）クラスター構成法を最長距離法とする場合、最初にクラスターを構成するのはどの要素

とどの要素でそれらの距離はいくらか。 

［    ］と［   ］で距離［      ］ 

５）最長距離法の場合、４分類か５分類が適当と思われるが、４分類の場合、各クラスター

にはどのような要素が含まれるか。 

  ［       ］［       ］［       ］［       ］ 

６）最長距離法と最短距離法とでどちらの分類が理解しやすいと思われるか。 

  ［最長距離法・最短距離法］ 

８）１－相関係数の距離測定法で最長距離法を用いて変数を３分類すると各クラスターに

含まれる要素はどのようになるか。 

  ［        ］［        ］［        ］ 

 

問題２ 

クラスター分析.txt (p3) のデータを用いてクラスター分析を行い、以下の問いに答えよ。 

１）個体の分類 

距離測定法は標準化ユークリッド距離、クラスター構成法は最長距離法を用いると、３

分類の場合、各クラスターに含まれる要素はどうなるか。 

［            ］［            ］［        ］ 

２）変数の分類 

距離測定法は１－相関係数、クラスター構成法は最長距離法を用いると、２分類の場合、

各クラスターに含まれる要素はどうなるか。 

［          ］［          ］ 

 

問題１解答（クラスター分析.txt (p2)） 

１）ユークリッド距離及び標準化ユークリッド距離を用いた場合、山下と田中の距離はいく

らか。ユークリッド距離［ 21.657 ］ 標準化ユークリッド距離［ 4.696 ］ 

 



統計分析 第 10 回 

10-7 

 

２）各変数の標準偏差はいくらか。 

打率 安打 本塁打 打点 盗塁 

0.027 6.177 3.778 5.839 3.516 

３）上の結果から、距離測定法はどちらを利用すべきか。 

  ［ユークリッド距離・標準化ユークリッド距離］ 以後はこの距離を用いる。 

４）クラスター構成法を最長距離法とする場合、最初にクラスターを構成するのはどの要素

とどの要素でそれらの距離はいくらか。 

［ 小川 ］と［ 青木 ］で距離［ 0.737 ］ 

５）最長距離法の場合、4 分類か 5 分類が適当と思われるが、4 分類の場合、各クラスター

にはどのような要素が含まれるか。 

  ［ 山下 ］［ 田中,鈴木,小川,青木,荻原,高田 ］［ 黒岩,田村,岩崎 ］［ 斉藤,井上 ］ 

６）最長距離法と最短距離法とでどちらの分類が理解しやすいと思われるか。 

  ［最長距離法・最短距離法］ 

８）１－相関係数の距離測定法で最長距離法を用いて変数を 3 分類すると各クラスターに

含まれる要素はどのようになるか。 

  ［ 打率,安打 ］［ 盗塁 ］［ 本塁打,打点 ］ 

 

問題２解答（クラスター分析.txt (p3)） 

１）個体の分類 

距離測定法は標準化ユークリッド距離、クラスター構成法は最長距離法を用いると、3

分類の場合、各クラスターに含まれる要素はどうなるか。 

［ 宮地,後藤,黒木,大成 ］［ 大門,貝田,坂田,福井 ］［ 武田,田口 ］ 

２）変数の分類 

距離測定法は１－相関係数、クラスター構成法は最長距離法を用いると、2 分類の場合、

各クラスターに含まれる要素はどうなるか。 

［ 身長,座高 ］［ 体重,胸囲 ］ 

 

 


